
弊社ドライブオンリフト（ワークステージX）を使用した場合と
比較して、約4.5mもストールが短くなります。― ブレーキ・速度計複合試験機 ―

BSMTM-180ADW
BSMTE-180ADW
BSMT-180ADW

SUPER MULTI TESTER
ブレーキ
テスター

スピードメーター
テスター

スーパーマルチテスター

カスタマイズ商品

オススメ商品 検査業務効率化システム ネットワークシリーズ

検査結果の合否自動判定 各種車検帳票類の印字

適 合 不 適 合

完成検査場の省スペース化をサポート！
カスタマイズでテスターの左右に検車装置（リフト）を設置可能。

短時間車検の最高峰システム
激化するマーケットを勝ち抜くための必須アイテム！

※一部オプションがあります。

※完成検査場での車両の整備は出来ませんので、ご注意ください。

業務効率の向上
顧客・車両のコンピューター管理

車検帳票類のコンピューター印字
車検証の自動読み込み（OP）

質の向上
ヒューマンエラーの防止
コンプライアンス遵守

プライバシーポリシーの強化

ネットワークシリーズの２大要素

ネットワークLight

ネットワークEasy

ネットワークMaster

ネットワークPro

必要な機能に絞り込んだスタンダードモデル

検査機能に限定したベーシックな車検ラインシステム

検査ラインシステムと自整業システムとの一体型

検査ラインシステムの最高峰!

BFS-V3S-U/ABS180HX-DM-D/ABS180HX-NM-OL

NW9100PCPU-U

NW9100LCPU-U

ABS180HX-DM-D

自賠責保険申込書

指定整備記録簿

保適交付台帳

重量税納付書 保安基準適合証

保安基準適合標章

継続検査申請書

1603-20BP134-XA101362



前後2台のコンビネーションテスターで
フルタイム4WD車の検査を効率的に実施！

自動車検査法人、軽自動車検査協会と同様に
車両の移動なく「ブレーキ検査」、
「スピードメーター検査」を実現

短時間車検推奨機器

■一度テスターに車を乗り入れればブレーキ・スピード検査は
　車両を移動させることなく計測できます。

■ホイールベースを自動設定しますので、乗り入れた車の
　ホイールベースに自動で合わせます。
　（微調整が必要な場合もあります）

※設置位置を変えることにより対象ホイールベースに合わせた車両を測定することが出来ます。
　（移動距離は1,450mmとなります。）
※ローラーは「ハイブリッドエンボス」、「エンボス」、「溝型」の3種類から選べます。

※サイドスリップテスターは別売りです。

赤外線リモコン

※サイドスリップテスターを前後どちらかに設置する必要があります。

従来の「コンビネーションテスター+固定式フリーローラー」の組み合わせでは実現できなかった、ス
ピードメーターと前後ブレーキ測定を車両の移動無くスムーズに実施可能！
4WD（AWD）車の車検が多い整備工場様にオススメの商品です。

後ブレーキ測定時に車両の移動が必要
=移動する手間がかかる

スーパーマルチテスターは、
後ブレーキ測定時も車両の

移動がないので、手間を軽減！！

車両の移動

商
式

品
型

許
輪

重
荷

容
最
大
制
動
力

最
度

大
測
定
速

製
造
年
月

製
造
番
号 株式
会社
バン
ザイ

ＣＯ
ＭＢＩ
ＮＡ
ＴＩ
ＯＮ
ＴＥ
ＳＴ
ＥＲ

ＢＳ
Ｔ
－１

０
１
００

１
００
ｄａ
Ｎ

１２
０ｋ
ｍ／
ｈ

年
月

ＥＸ
ＰＯ
ＲＴ
ＥＲ
Ｓ＆
ＭＡ
ＮＵ
ＦＡ
ＣＴ
ＵＲ
ＥＲ
Ｓ

ＭＡ
ＤＥ
ＩＮ

ＪＡ
ＰＡ
Ｎｋ
ｇ

式
型

Ｅ
８

８ ２

商
式

品
型

許
輪

重
荷

容
最
大
制
動
力

最
度

大
測
定
速

製
造
年
月

製
造
番
号 株式
会社
バン
ザイ

ＣＯ
ＭＢＩ
ＮＡ
ＴＩ
ＯＮ
ＴＥ
ＳＴ
ＥＲ

ＢＳ
Ｔ
－１

０
１
００

１
００
ｄａ
Ｎ

１２
０ｋ
ｍ／
ｈ

年
月

ＥＸ
ＰＯ
ＲＴ
ＥＲ
Ｓ＆
ＭＡ
ＮＵ
ＦＡ
ＣＴ
ＵＲ
ＥＲ
Ｓ

ＭＡ
ＤＥ
ＩＮ

ＪＡ
ＰＡ
Ｎｋ
ｇ

式
型

Ｅ
８

８ ２

２００４００

５０
０

ホイールベース移動中回転灯
操作説明、注意事項の記載

３０
０ ４２
０

４２
０

３０
０

赤外線リモコン受信器

適合性試験番号標

２インチソケット

電源スイッチ

４６０ １５０

適合性試験番号標

２インチソケット

電源スイッチ

４６０ １５０

５００

２９
００

１７５０

３２００

８５
０

７０
０

８５
０

７７０

３０
１０

サイドカバー（オプション）

＊バンザイ定挌銘板

２９９０

２９
００

７２０

ピットカバー（オプション）カバーレール（オプション）

カバーレール（オプション）

最小設定
（１７５０ｍｍ）

最大設定
（３２００ｍｍ）

ＥＸＰＯＲＴＥＲＳ　＆　ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＥＲＳＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＡＰＡＮ

株式会社

ホイールベース制御装置

　　　・制御盤内のＮＦＢ１，ＮＦＢ２をＯＮにする。
　　　・リモコンスイッチの「Ｗ／Ｂ　ＯＮ」と「Ｗ／Ｂ　ＬＯＮＧ」を同時に押すと、ホイールベースが拡がります。　　　・リモコンスイッチの「Ｗ／Ｂ　ＯＮ」と「Ｗ／Ｂ　ＳＨＯＲＴ」を同時に押すと、ホイールベースが縮みます。

（詳しくは取扱説明書をお読み下さい。）

●ホイールベースが対象寸法以外のテスト車両については、片側のテスターを用いてテストして下さい。●速度テストの際は、絶対に車両の前に立たないで下さい。●速度テストの際は、車両の前方への飛び出しや左右の流れに十分注意して下さい。●テスター上、特に移動カバーの上に物を載せないで下さい。●移動時は、テスト車両のブレーキを解放にし、十分注意して下さい。●テストを開始する前に、テスト車両のホイールベースとテスターの位置が適正であることを必ず確認して下さい。
●ブレーキテスト時は、必ず片軸ずつテストして下さい。

（詳しくは取扱説明書をお読み下さい。）

　　　　　　　　　　・測定者はリモコンを持ち、テストを行ないます。

　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＵＰ」を押すと固定側と移動側のリフトが上がります。
　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＤＯＷＮ」の「Ｆ」を押すと固定側（前軸側）のリフトが下がります。　　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＤＯＷＮ」の「Ｒ」を押すと移動側（後軸側）のリフトが下がります。　

　　　　　　　　　　　（「Ｆ」または「Ｒ」）を押すとローラーが回転します。片軸ずつテストを行ないます。　　　　　　　　　　　テスト終了後、「Ｂ　ＭＯＴＯＲ　ＯＦＦ」を押すとローラーが止りリフトが上がります。

※これより外れる車両は片側のテスターを用い、片軸ずつテストして下さい。

スーパーマルチテスタ　ホイールベース移動装置

ホイールベースを記入して下さい。
装置設置後

１．準備

２．ホイールベースの移動

３．リフトの上下

４．移動装置を用いたテスト方法

☆測定対象ホイールベース

☆移動中及び測定中の注意

☆操作方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ストローク１４５０ｍｍ）

リヤ用フロント用
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フロント／リヤ共用
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ホイールベース移動中回転灯
操作説明、注意事項の記載
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赤外線リモコン受信器

適合性試験番号標

２インチソケット

電源スイッチ

４６０ １５０

適合性試験番号標

２インチソケット

電源スイッチ

４６０ １５０

５００

２９
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１７５０
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８５
０

７０
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８５
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サイドカバー（オプション）

＊バンザイ定挌銘板

２９９０

２９
００

７２０

ピットカバー（オプション）カバーレール（オプション）

カバーレール（オプション）

最小設定
（１７５０ｍｍ）

最大設定
（３２００ｍｍ）

ＥＸＰＯＲＴＥＲＳ　＆　ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＥＲＳＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＡＰＡＮ

株式会社

ホイールベース制御装置

　　　・制御盤内のＮＦＢ１，ＮＦＢ２をＯＮにする。
　　　・リモコンスイッチの「Ｗ／Ｂ　ＯＮ」と「Ｗ／Ｂ　ＬＯＮＧ」を同時に押すと、ホイールベースが拡がります。
　　　・リモコンスイッチの「Ｗ／Ｂ　ＯＮ」と「Ｗ／Ｂ　ＳＨＯＲＴ」を同時に押すと、ホイールベースが縮みます。

（詳しくは取扱説明書をお読み下さい。）

●ホイールベースが対象寸法以外のテスト車両については、片側のテスターを用いてテストして下さい。
●速度テストの際は、絶対に車両の前に立たないで下さい。
●速度テストの際は、車両の前方への飛び出しや左右の流れに十分注意して下さい。
●テスター上、特に移動カバーの上に物を載せないで下さい。
●移動時は、テスト車両のブレーキを解放にし、十分注意して下さい。
●テストを開始する前に、テスト車両のホイールベースとテスターの位置が適正であることを必ず確認して下さい。
●ブレーキテスト時は、必ず片軸ずつテストして下さい。

（詳しくは取扱説明書をお読み下さい。）

　　　　　　　　　　・測定者はリモコンを持ち、テストを行ないます。

　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＵＰ」を押すと固定側と移動側のリフトが上がります。
　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＤＯＷＮ」の「Ｆ」を押すと固定側（前軸側）のリフトが下がります。　
　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＤＯＷＮ」の「Ｒ」を押すと移動側（後軸側）のリフトが下がります。　

　　　　　　　　　　　（「Ｆ」または「Ｒ」）を押すとローラーが回転します。片軸ずつテストを行ないます。
　　　　　　　　　　　テスト終了後、「Ｂ　ＭＯＴＯＲ　ＯＦＦ」を押すとローラーが止りリフトが上がります。

※これより外れる車両は片側のテスターを用い、片軸ずつテストして下さい。

スーパーマルチテスタ　ホイールベース移動装置

ホイールベースを記入して下さい。
装置設置後

１．準備

２．ホイールベースの移動

３．リフトの上下

４．移動装置を用いたテスト方法

☆測定対象ホイールベース

☆移動中及び測定中の注意

☆操作方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ストローク１４５０ｍｍ）
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ホイールベース移動中回転灯
操作説明、注意事項の記載
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適合性試験番号標

２インチソケット
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ピットカバー（オプション）カバーレール（オプション）

カバーレール（オプション）

最小設定
（１７５０ｍｍ）

最大設定
（３２００ｍｍ）

ＥＸＰＯＲＴＥＲＳ　＆　ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＥＲＳＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＡＰＡＮ

株式会社

ホイールベース制御装置

　　　・制御盤内のＮＦＢ１，ＮＦＢ２をＯＮにする。
　　　・リモコンスイッチの「Ｗ／Ｂ　ＯＮ」と「Ｗ／Ｂ　ＬＯＮＧ」を同時に押すと、ホイールベースが拡がります。
　　　・リモコンスイッチの「Ｗ／Ｂ　ＯＮ」と「Ｗ／Ｂ　ＳＨＯＲＴ」を同時に押すと、ホイールベースが縮みます。

（詳しくは取扱説明書をお読み下さい。）

●ホイールベースが対象寸法以外のテスト車両については、片側のテスターを用いてテストして下さい。
●速度テストの際は、絶対に車両の前に立たないで下さい。
●速度テストの際は、車両の前方への飛び出しや左右の流れに十分注意して下さい。
●テスター上、特に移動カバーの上に物を載せないで下さい。
●移動時は、テスト車両のブレーキを解放にし、十分注意して下さい。
●テストを開始する前に、テスト車両のホイールベースとテスターの位置が適正であることを必ず確認して下さい。
●ブレーキテスト時は、必ず片軸ずつテストして下さい。

（詳しくは取扱説明書をお読み下さい。）

　　　　　　　　　　・測定者はリモコンを持ち、テストを行ないます。

　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＵＰ」を押すと固定側と移動側のリフトが上がります。
　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＤＯＷＮ」の「Ｆ」を押すと固定側（前軸側）のリフトが下がります。　
　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＤＯＷＮ」の「Ｒ」を押すと移動側（後軸側）のリフトが下がります。　

　　　　　　　　　　　（「Ｆ」または「Ｒ」）を押すとローラーが回転します。片軸ずつテストを行ないます。
　　　　　　　　　　　テスト終了後、「Ｂ　ＭＯＴＯＲ　ＯＦＦ」を押すとローラーが止りリフトが上がります。

※これより外れる車両は片側のテスターを用い、片軸ずつテストして下さい。

スーパーマルチテスタ　ホイールベース移動装置

ホイールベースを記入して下さい。
装置設置後

１．準備

２．ホイールベースの移動

３．リフトの上下

４．移動装置を用いたテスト方法

☆測定対象ホイールベース

☆移動中及び測定中の注意

☆操作方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ストローク１４５０ｍｍ）
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赤外線リモコン発信器
フロント／リヤ共用
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ホイールベース移動中回転灯
操作説明、注意事項の記載
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赤外線リモコン受信器

適合性試験番号標

２インチソケット

電源スイッチ

４６０ １５０
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サイドカバー（オプション）

＊バンザイ定挌銘板
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ピットカバー（オプション）カバーレール（オプション）

カバーレール（オプション）

最小設定
（１７５０ｍｍ）

最大設定
（３２００ｍｍ）

ＥＸＰＯＲＴＥＲＳ　＆　ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＥＲＳＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＡＰＡＮ

株式会社

ホイールベース制御装置

　　　・制御盤内のＮＦＢ１，ＮＦＢ２をＯＮにする。
　　　・リモコンスイッチの「Ｗ／Ｂ　ＯＮ」と「Ｗ／Ｂ　ＬＯＮＧ」を同時に押すと、ホイールベースが拡がります。
　　　・リモコンスイッチの「Ｗ／Ｂ　ＯＮ」と「Ｗ／Ｂ　ＳＨＯＲＴ」を同時に押すと、ホイールベースが縮みます。

（詳しくは取扱説明書をお読み下さい。）

●ホイールベースが対象寸法以外のテスト車両については、片側のテスターを用いてテストして下さい。
●速度テストの際は、絶対に車両の前に立たないで下さい。
●速度テストの際は、車両の前方への飛び出しや左右の流れに十分注意して下さい。
●テスター上、特に移動カバーの上に物を載せないで下さい。
●移動時は、テスト車両のブレーキを解放にし、十分注意して下さい。
●テストを開始する前に、テスト車両のホイールベースとテスターの位置が適正であることを必ず確認して下さい。
●ブレーキテスト時は、必ず片軸ずつテストして下さい。

（詳しくは取扱説明書をお読み下さい。）

　　　　　　　　　　・測定者はリモコンを持ち、テストを行ないます。

　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＵＰ」を押すと固定側と移動側のリフトが上がります。
　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＤＯＷＮ」の「Ｆ」を押すと固定側（前軸側）のリフトが下がります。　
　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＤＯＷＮ」の「Ｒ」を押すと移動側（後軸側）のリフトが下がります。　

　　　　　　　　　　　（「Ｆ」または「Ｒ」）を押すとローラーが回転します。片軸ずつテストを行ないます。
　　　　　　　　　　　テスト終了後、「Ｂ　ＭＯＴＯＲ　ＯＦＦ」を押すとローラーが止りリフトが上がります。

※これより外れる車両は片側のテスターを用い、片軸ずつテストして下さい。

スーパーマルチテスタ　ホイールベース移動装置

ホイールベースを記入して下さい。
装置設置後

１．準備

２．ホイールベースの移動

３．リフトの上下

４．移動装置を用いたテスト方法

☆測定対象ホイールベース

☆移動中及び測定中の注意

☆操作方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ストローク１４５０ｍｍ）
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赤外線リモコン発信器
フロント／リヤ共用
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メーター

BSMTM-180ADW

ホイールベース制御装置

ホイールベース最小設定値1,750ｍｍ

ホイールベース最大設定値3,200ｍｍ
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ホイールベース移動中回転灯
操作説明、注意事項の記載
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ピットカバー（オプション）カバーレール（オプション）

カバーレール（オプション）

最小設定
（１７５０ｍｍ）

最大設定
（３２００ｍｍ）

ＥＸＰＯＲＴＥＲＳ　＆　ＭＡＮＵＦＡＣＴＵＲＥＲＳＭＡＤＥ　ＩＮ　ＪＡＰＡＮ

株式会社

ホイールベース制御装置

　　　・制御盤内のＮＦＢ１，ＮＦＢ２をＯＮにする。
　　　・リモコンスイッチの「Ｗ／Ｂ　ＯＮ」と「Ｗ／Ｂ　ＬＯＮＧ」を同時に押すと、ホイールベースが拡がります。　　　・リモコンスイッチの「Ｗ／Ｂ　ＯＮ」と「Ｗ／Ｂ　ＳＨＯＲＴ」を同時に押すと、ホイールベースが縮みます。

（詳しくは取扱説明書をお読み下さい。）

●ホイールベースが対象寸法以外のテスト車両については、片側のテスターを用いてテストして下さい。●速度テストの際は、絶対に車両の前に立たないで下さい。●速度テストの際は、車両の前方への飛び出しや左右の流れに十分注意して下さい。●テスター上、特に移動カバーの上に物を載せないで下さい。●移動時は、テスト車両のブレーキを解放にし、十分注意して下さい。●テストを開始する前に、テスト車両のホイールベースとテスターの位置が適正であることを必ず確認して下さい。
●ブレーキテスト時は、必ず片軸ずつテストして下さい。

（詳しくは取扱説明書をお読み下さい。）

　　　　　　　　　　・測定者はリモコンを持ち、テストを行ないます。

　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＵＰ」を押すと固定側と移動側のリフトが上がります。
　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＤＯＷＮ」の「Ｆ」を押すと固定側（前軸側）のリフトが下がります。　　　　・リモコンスイッチの「ＬＩＦＴ　ＤＯＷＮ」の「Ｒ」を押すと移動側（後軸側）のリフトが下がります。　

　　　　　　　　　　　（「Ｆ」または「Ｒ」）を押すとローラーが回転します。片軸ずつテストを行ないます。　　　　　　　　　　　テスト終了後、「Ｂ　ＭＯＴＯＲ　ＯＦＦ」を押すとローラーが止りリフトが上がります。

※これより外れる車両は片側のテスターを用い、片軸ずつテストして下さい。

スーパーマルチテスタ　ホイールベース移動装置

ホイールベースを記入して下さい。
装置設置後

１．準備

２．ホイールベースの移動

３．リフトの上下

４．移動装置を用いたテスト方法

☆測定対象ホイールベース

☆移動中及び測定中の注意

☆操作方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ストローク１４５０ｍｍ）
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赤外線リモコン発信器
フロント／リヤ共用
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注）ホイールベース制御装置は、
	 壁面の見やすい位置に設置すること。

商　品　型　式 BSMTM-180ADW BSMTE-180ADW BSMT-180ADW

固

定

側

許 容 輪 荷 重 kg 1,800

ローラー
形 状

前　側 エンボス エンボス 平滑
後　側 ハイブリッドエンボス（18条） エンボス 溝型（72条）

ブレーキモーター V、kW AC200、三相、1.5
寸 法 mm W2,900×D720×H290
重 量 kg 約700

移

動

側

許 容 輪 荷 重 kg 1,800
対象ホイールベース mm 1,750～3,200推奨（移動距離1,450）

ローラー
形 状

前　側 エンボス エンボス 平滑
後　側 ハイブリッドエンボス（18条） エンボス 溝型（72条）

ブレーキモーター V、kW AC200、三相、1.5
ホイールベースモーター V、kW AC200、三相、0.4
寸 法 mm W2,900×D2,990×H500	（カバーレール部分は含まず）
重 量 kg 約2,000

メ

ー

タ

ー

ブレーキ
指示方式 デジタル方式
指示範囲 daN 0～1,200（最小指示値	1）

スピード
指示方式 デジタル方式
指示範囲 km/h 0～120.0（最小指示値	0.1）

操 作 電 源 V、A AC100、単相、2×2
寸 法 mm L300×W460×D150
重 量 kg 約8×2

本 体 寸 法 mm W2,900×D5,230×H500	（推奨位置にて設置の場合）
使 用 空 気 圧 MPa 0.5
標 準 付 属 品 操作用ワイヤレスリモコン、タイヤストッパー
オ プ シ ョ ン サイドカバー、ガイドレール

コンビネーションテスター

スーパーマルチテスター※

固定式フリーローラー

作業効率
アップ！！

ホワイトデジタル表示で

視認性アップ！


